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文 部 科 学 省 

国 土 交 通 省 

警 察 庁 

 

通学路の緊急合同点検結果に基づく対策の実施状況について 

 

平成２４年４月以降、京都府亀岡市をはじめとして、登下校中の児童等が死傷する

事故が連続して発生したことを受けて、全国で通学路の緊急合同点検を実施し、関係

機関が対策を進めているところですが、平成２４年度末時点の対策の実施状況を以下

のとおりとりまとめました。 

 

今後とも文部科学省、国土交通省及び警察庁が連携して、合同点検の定期的な実

施など通学路の安全確保に向けた継続的な取組等を推進します。（別紙参照） 

 

○通学路の緊急合同点検結果に基づく対策の実施状況（平成２４年度末時点） 

  

箇所数 
うち対策済み 

74,483 42,662対策必要箇所（全体数） 

 28,925 26,077教育委員会・学校による対策箇所 
 

 45,020 22,818道路管理者による対策箇所 
 

 19,715 12,263警察による対策箇所 

※１ １箇所につき複数の機関が対策を実施する場合があるため、各実施機関による対策箇所数

の合計は対策必要箇所（全体数）とは一致しない。 

※２ 主な対策の例として、教育委員会が実施する対策に通学路の変更やボランティア等による

立ち番等、道路管理者が実施する対策に歩道の整備や路肩の拡幅等、警察が実施する対策に

信号機や横断歩道の新設等がある。 

 

参考：緊急合同点検の実施状況 

 

・緊急合同点検実施学校数   ２０，１６０ 校 

・緊急合同点検実施箇所数   ８０，１６１箇所 

・対策必要箇所数       ７４，４８３箇所 



別 紙  

平成25年 5月 31日 

文 部 科 学 省 

国 土 交 通 省 

警   察   庁 

 

通学路の交通安全の確保に向けた今後の取組 

 

これまで文部科学省、国土交通省、警察庁は、連携して通学路の緊急合同点検を行う

など通学路の交通安全の確保に取り組んできたところであるが、今後も相互に連携し、

以下の取組を推進することとする。 

 

 

１．緊急合同点検結果に基づく対策の着実な推進 

・平成２４年度の緊急合同点検結果に基づく、学校、教育委員会、道路管理者、都

道府県警察等が実施する対策が着実に進むよう、関係省庁においては、必要な支

援を行うものとする。 

  

 

２．通学路の交通安全の確保に向けた継続的な取組 

・平成２５年度以降においても、緊急合同点検の枠組みを活用して、地域特性に応

じた課題の設定等による効果的な合同点検を定期的に実施するなど、継続的な取

組を推進する。 

 

 

３．地域における推進体制の構築 

・対策の着実な推進及び定期的な合同点検の実施等を図るため、既存組織の活用も

含め、関係者から構成される協議会等の推進体制を構築する。 

・点検結果や対策実施状況等について、インターネットや広報誌等を活用しながら、

地域住民、道路利用者等へ適切に情報発信する。 


